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要旨 

 
本稿では，女性農業委員の増加が農業委員会の業務や市町村内の農地利用に与える

影響を明らかにした．インパクト評価に際して，農業委員会あるいは当該市町村等の

特性が，女性農業委員の積極的な登用に作用する内生性の可能性を否定できない．そ

こで，農業委員選出のために3年ごとに実施される統一選挙の有無を操作変数として
利用した． 
	 全国797の農業委員会に関して，2011年から2014年までのパネルデータを作成し，
固定効果操作変数法により女性農業委員登用の効果を推定した結果，以下のことが明

らかになった．女性農業委員の登用は，①農地の権利移動に関する業務に有意な影響

を与えていなかった，②農業者年金への加入を促進した，③市町村内の遊休農地の解

消または発生を抑制していた．特に②，③の効果は，推薦によって選ばれる農業委員

の経験年数が少ない女性選任委員が増加した場合にのみ観察された． 
	 以上から，議会や農業団体の推薦による新たな女性選任委員の登用によって，遊休

農地の解消・発生防止および農業者年金への加入促進において正の効果をもたらして

いるとともに，農地の権利移動に関する業務については，選出方法および性別による

差が認められないことが明らかとなった．  
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